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先
進
地
・
岩
村
城
下
町
に
学
ぶ

城下町大火から1年

に
主
体
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
格
子
や
古
い

建
築
様
式
の
建
物
が
復
元
さ
れ

る
か
ど
う
か
は
不
透
明
で
す
。

　

犬
山
市
と
同
じ
城
下
町
で
火

災
（
2
棟
全
焼
、
1
棟
半
焼
）

も
経
験
、
そ
の
後
、
教
訓
を
活

か
し
見
事
に
現
状
通
り
に
復
元

し
た
ば
か
り
か
、
住
民
も
使
い

こ
な
せ
る
消
火
栓
を
8
基
も
設

置
し
、
防
火
体
制
を
強
化
す
る

な
ど
、
犬
山
の
城
下
町
に
と
っ

て
手
本
と
な
る
岐
阜
県
恵
那
市

岩
村
町
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
1
月
11
日
に
起
き
た
城

下
町
の
大
火
（
5
棟
全
焼
、
1

棟
部
分
焼
、
2
棟
ぼ
や
）
か
ら

1
年
。

　

火
災
の
跡
地
は
更
地
に
な
っ

た
ま
ま
で
、
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
（
重
伝
建
）
を

目
指
す
城
下
町
と
し
て
の
景
観

を
著
し
く
阻
害
し
て
い
ま
す
。

　

肝
心
の
再
建
も
地
権
者
ご
と

若者が考える犬山の未来
市への提言まとまる（16ページ）

復元された岩村城下町の火災現場

住民も使える消火用ホース



　

岩
村
城
下
町
は
、
中
央
自
動
車

道
の
恵
那
イ
ン
タ
ー
か
ら
車
で
東

へ
20
分
ほ
ど
行
っ
た
東
濃
地
区
の

山
間
部
に
あ
る
町
並
み
。
東
の
標

高
7
1
7
㍍
の
山
の
頂
上
に
は
岩

村
城
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

石
垣
が
残
る
の
み
で
す
。
階
段
状

に
な
っ
た
石
垣
が
す
ば
ら
し
く
、

日
本
の
三
大
山
城
の
一
つ
と
し
て

有
名
で
す
。

　

そ
の
山
麓
に
で
き
た
の
が
岩
村

城
下
町
で
す
。
2
2
8
世
帯
、
約

6
2
0
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。
城

下
町
の
中
心
部
は
、
岩
村
城
の
藩

主
邸
の
あ
っ
た
岩
村
歴
史
資
料
館

前
の
本
町
一
丁
目
か
ら
西
へ
新
町

二
丁
目
ま
で
の
約
1
・
3
㌔
で
、

面
積
は
14
・
6
㌶
。
こ
こ
が
平
成

10
年
4
月
、
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
20
年
の
冬
、
そ
の
ほ
ぼ
中

央
付
近
、
高
札
場
と
桝
形
の
由
緒

あ
る
道
路
沿
い
の
飲
食
店
か
ら
出

火
、
民
家
を
含
む
2
棟
が
全
焼
、

東
隣
の
電
気
店
が
半
焼
す
る
大
火

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
消
防
車
用
の
消
火
栓

と
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
る
消
火

器
の
み
で
、
現
在
の
犬
山
城
下
町

と
同
じ
防
火
体
制
で
し
た
。
こ
の

時
の
教
訓
か
ら
「
一
番
早
く
火
災

を
見
つ
け
る
の
は
、
そ
こ
に
住
ん

で
い
る
住
民
で
あ
り
、
初
期
消
火

用
の
消
火
器
で
は
不
十
分
」
と
、

こ
れ
ま
で
あ
る
消
防
車
用
の
消
火

栓
（
口
径
65
㍉
）
の
他
に
、
住
民

も
簡
単
に
使
い
こ
な
せ
る
消
火
栓

（
口
径
40
㍉
）
が
重
伝
建
地
区
の

8
か
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
基
が
約
1
0
0
万
円
で
、
誰

で
も
ホ
ー
ス
を
引
き
出
し
て
、
元

栓
を
開
け
れ
ば
自
動
的
に
水
が
勢

い
よ
く
飛
び
出
す
仕
組
み
。
家
庭

用
の
水
道
の
口
径
の
3
倍
以
上
も

あ
り
、
消
火
器
で
は
手
に
負
え
な

い
火
事
で
も
、
比
較
的
初
期
な
ら

ば
鎮
火
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
地
区
は
空
き
家
率
が
34
％
と

高
く
、
両
隣
の
ど
ち
ら
か
一
方
が

空
き
家
と
い
う
状
況
に
な
り
、
火

災
の
覚
知
が
遅
れ
大
火
に
な
る
心

配
が
あ
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
防
災

と
い
う
通
報
シ
ス
テ
ム
も
一
部
に

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
約
3
〜
5
世
帯
で
1
グ

ル
ー
プ
を
編
成
、
同
じ
通
信
機
器

を
各
戸
に
設
置
し
、
火
災
な
ど
緊

急
事
態
の
時
、
連
絡
し
合
っ
て
消

火
活
動
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　

幸
い
同
地
区
は
そ
の
後
、
火
災

が
起
き
て
お
ら
ず
、
一
度
も
使
用

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
問
題
も
あ
る

よ
う
で
す
。
厳
冬
期
に
は
ホ
ー
ス

の
中
の
水
が
凍
り
、
水
が
出
な
い

恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
た
え

ず
水
が
溜
ま
っ
て
い
な
い
状
態
に

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
重
伝
建
地
区
の
た
め
恵

那
市
は
火
災
の
跡
地
を
、
復
元
に

よ
り
再
建
を
進
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
し
た
。
復
元
と
な
る
と
費
用

や
使
い
不
便
な
ど
の
面
か
ら
、
当

初
は
地
権
者
ら
は
景
観
を
重
視
す

る
設
計
で
な
く
、
独
自
の
設
計
を

模
索
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め

恵
那
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
文
化

ス
ポ
ー
ツ
課
で
は
何
回
も
地
権
者

ら
と
話
し
合
い
を
続
け
、「
こ
こ

は
重
伝
建
地
区
の
メ
イ
ン
部
分
で

あ
る
た
め
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い

景
観
に
し
て
ほ
し
い
。」
と
要
望

し
て
い
ま
し
た
。

　

懸
命
な
説
得
の
甲
斐
あ
っ
て
、

地
権
者
ら
は
市
の
方
針
を
了
承

し
、
こ
う
し
て
火
災
前
と
変
わ
ら

な
い
景
観
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
　

×　
　

×　
　

×　
　

　

担
当
課
の
説
得
や
住
民
ら
の
協

力
で
、
岩
村
城
下
町
は
景
観
を
守

る
こ
と
が
で
き
た
ば
か
り
か
、
防

火
体
制
も
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
年
と
と
も
に
高
齢
化
が

進
む
と
同
時
に
、
火
災
の
恐
ろ
し

さ
も
忘
れ
つ
つ
あ
り
、そ
の
結
果
、

防
火
訓
練
に
も
余
り
力
が
入
ら
な

い
参
加
者
が
多
い
と
い
い
、「
も

し
ま
た
火
災
が
起
き
た
ら
、
訓
練

通
り
に
い
く
か
心
配
だ
」
と
担
当

者
は
話
し
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
防
火

意
識
を
た
え
ず
持
ち
、
定
期
的
に

訓
練
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。（
文
責
・
山
田
）

■
城
下
町
お
ひ
な
さ
ま

　
め
ぐ
り
関
連
事
業

①
立
体
折
り
雛
づ
く
り
教
室　

2

月
11
日
10
時
、
13
時
30
分
、
21
日

同
の
各
2
時
間　

▼
参
加
料　

５

0
0
円
、
親
子
参
加
8
0
0
円

▼
申
込
み　

市
障
害
者
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎
61
・
8
0
0
8
）

②
吊
し
飾
り
づ
く
り
教
室　

2
月

13
日
と
28
日
、
時
間
は
前
記
と
同

じ　
▼
参
加
料　
2
0
0
円　
▼
申

込
み　

吊
し
飾
り
を
作
ろ
う
会
・

吉
田
（
☎
62
・
8
2
1
8
）

※
場
所
は
い
ず
れ
も
旧
磯
部
家
住

宅
、
申
込
み
は
1
月
25
日
か
ら
。

　

城
下
町
で
再
び
火
災
を
起
こ
さ

せ
な
い
、
と
「
城
下
町
地
区
消
防

訓
練
」
が
11
月
29
日
、
犬
山
北
小

学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

住
民
約
1
0
0
人
が
参
加
、
消

火
器
に
よ
る
初
期
訓
練
を
し
た

り
、
消
防
署
員
か
ら
防
火
講
話
、

煙
の
怖
さ
や
放
水
の
体
験
、

A
E
D
の
取
り
扱
い
も
習
い
真
剣

そ
の
も
の
で
し
た
。

だれでも使える消火栓
グループ通報システム

岩村城下町

でも「いつか忘れる」が心配
火
災
の
怖
さ
　
忘
れ
な
い
ぞ

城
下
町
で
消
防
訓
練
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▼国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/)
▼問合せ先　　小牧税務署（☎72･2111）
※電話は自動音声で案内していますので、案内にしたがって操作してください。

【復興特別所得税の記入漏れにご注意を】
　平成25年分から平成49年分までの各年分については、復興特別所得税を所得税と併せて申告・納付する
こととされていますので、記入漏れにご注意ください。
　個人に係る復興特別所得税額の計算方法は以下のとおりです。

　　【算式】復興特別所得税額＝基準所得税額×2.1％

　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万
円以下である場合には、所得税及び復興特別所得税の確定申告をする必要はありません。
※�この場合であっても、所得税及び復興特別所得税の還付を受けるためには、確定申告書を提出する必要
があります。
※�公的年金等に係る雑所得以外の所得があり、その所得金額が20万円以下で所得税及び復興特別所得税の
確定申告が必要ない場合でも、市民税・県民税の申告は必要になりますので、ご注意ください。
※�平成27年分以後は、外国政府等から支給を受ける公的年金等など、源泉徴収制度の対象とならない公的
年金等の支給を受ける人は、この制度は適用できません。

寄附金控除 ①寄附金受領証明書・寄附金領収書など（本人名義）

年末調整を受けていない人
①�生命保険料控除証明書、社会保険料等の額を証明する書類など、所得
控除に必要な書類

※上記以外の書類が必要となる場合があります。
　詳細は、国税庁ホームページをご覧いただくか、問合せ先で確認してください。

　公的年金等を受給されている方へ

税務署からのお知らせ

平成27年1月から
相続税の基礎控除が引き下げられました
相続税・贈与税についてお知りになりたい方は！
★国税庁ホームページで調べられます！
★電話相談センターで相談できます！
税務署に電話して自動音声案内により「1」を選択した後、
相談内容に応じて番号を選択してください！

税理士をお探しの方は！
日本税理士連合会ホームページの「税理士情報検索サイ
ト」　（https://www.zeirishikensaku.jp）で税理士等
の検索が可能です。

所得税及び復興特別所得税の確定申告
　所得税及び復興特別所得税の確定申告を希望する人は、次表の会場で受け付けします。年の途中で退職し、
年末調整を受けていない給与所得者や、給与所得のみで医療費控除や住宅借入金等特別控除などを受ける
人は、所得税及び復興特別所得税の確定申告をすると、納めた税金が戻ることがあります。
【確定申告期間と会場】

【確定申告に必要な書類など（給与所得者の場合）】
○申告内容に関わらず共通してお持ちいただくもの
①勤務先から交付された源泉徴収票（原本）
②印鑑
③振込先の分かるもの（本人名義）
④筆記用具、計算用具

※�土・日曜日は確定申告会場を開設しません。（小牧市公民館のみ 2月21日及び 2月28日の日曜日に限り、
確定申告等の相談・申告書の受付を行います。）
※�犬山市南部公民館では、税理士による無料税務相談所を開設しています。なお、分離課税所得（土地、
建物、株式の譲渡又は先物取引に係る雑所得）のある方、贈与税の申告をする方等はご利用いただけま
せんので、「小牧市公民館」をご利用ください。（無料税務相談所は午前 9時30分からの開設となります。）
※�所得税及び復興特別所得税・贈与税の申告と納税の期限は 3月15日㊋、個人事業者の消費税及び地方消
費税の申告と納税の期限は、 3月31日㊍です。

開設期間 開設場所 開設時間

2月15日㊊～ 3月15日㊋
小牧市公民館
（地図は次号に掲載）

午前 9時～午後 5時
※�申告書の作成には時間を要しますので、午後
4時までにお越しいただくようお願いします。

※�なお、会場の混雑状況により案内を早めに終
了する場合があります。

2月16日㊋～ 2月29日㊊ 犬山市南部公民館
午前 9時～午後 4時
※正午～午後 1時は休憩時間となります。

確定申告の内容 必要となる書類など

医療費控除

①支払った医療費の領収書
②�保険などで補てんされた金額（健康保険の給付金、保険会社の保険金、
子ども医療費助成金など）の分かるもの
※�介護保険施設等へ支払った施設サービス費や介護サービス事業者へ支
払った居宅サービス費、おむつ代などで、必要な要件を満たしている
ものも控除対象となります。

住宅借入金等特別控除

①住民票の写し
②家屋の登記事項証明書
③住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書
④請負契約書、売買契約書などの写し
※�住宅の敷地を取得した場合や中古住宅を取得した場合、もしくは一定
の増改築工事をした場合にはこれらのほかに必要な書類があります。
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INFORMATION

■
1
月
26
日
は

　
文
化
財
防
火
デ
ー

　

1
月
26
日
は
、「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
の
制
定
は
、

昭
和
24
年
1
月
26
日
に
、
現
存
す

る
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法

隆
寺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
の
金
堂

が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ

と
を
契
機
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
、
今
年
は
1
月
26
日
㊋

に
有
楽
苑
（
午
前
10
時
よ
り
開
始

予
定
）
で
、
1
月
27
日
㊌
に
大
縣

神
社（
午
前
10
時
よ
り
開
始
予
定
）

で
、
消
防
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
を
機
会

に
、
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
、
震

災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
っ
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え

ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先　

歴
史
ま
ち
づ
く
り

課
（
☎
44
・
0
3
５
4
）

催
　し

▼内　容
①農業施策に関する情報共有や各地域の農業の現状等に関する意見交換
②「人・農地プラン※」の策定に関する意見聴取
※国施策で、地域農業の持続的発展に必要な人と農地の問題や将来のビジョンを具体化したもの。
▼対　象　農家や農地所有者等、地域農業に関わっている人
▼申込み　事前申込み不要・当日受付
▼問合せ先　農林治水課（☎44・0342）
※今回の座談会は農振農用地区域を対象としていますので、次表の該当地域を確認してください。
〈座談会スケジュール〉

農業に関する地域別座談会を開催

地　　区 該当地域（大字） と　　き と　こ　ろ
善師野 善師野 1月26日㊋

午後 7時
～午後 8時30分

善師野公民館集会室
羽黒 羽黒 1月28日㊍ 南部公民館和室

犬山・城東 梅坪、橋爪、五郎丸、
富岡、塔野地、前原 2月 2日㊋ 市役所 2階205会議室

楽田 楽田 2月 4日㊍ 楽田ふれあいセンター畳の間
今井 今井 2月 9日㊋ 今井老人福祉センター集会室

■
認
知
症
家
族
支
援

　
交
流
会

▼
と
き　

2
月
2
日
㊋
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
2
階
2
0
3
会
議
室

▼
テ
ー
マ　

税
金
の
控
除
に
つ
い

て　

▼
対
象　

市
内
在
住
で
認
知

症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
人

▼
定
員　

30
人　

▼
参
加
料　

無

料　

▼
申
込
み　

不
要　

▼
問
合

せ
先　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
あ
ん

し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
44
・
0

3
2
５
）

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
養
成
講
座
と

　
介
護
者
交
流
会

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

②
介
護
者
交
流
会

▼
と
き　

①
1
月
25
日
㊊
午
後
2

時
〜
3
時
30
分　

②
1
月
25
日
㊊

午
後
3
時
30
分
〜
4
時　

▼
と
こ

ろ　

①
②
ぬ
く
森
の
家
・
橋
爪

▼
対
象　

①
市
内
在
住
の
人

②
市
内
在
住
の
人
で
自
宅
で
介
護

を
し
て
い
る
人　

▼
定
員　

各
30

人　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
申
込

み　

①
②
と
も
、
高
齢
者
あ
ん
し

ん
相
談
セ
ン
タ
ー
犬
山
南
地
区
サ

ブ
セ
ン
タ
ー（
☎
62
・
2
2
7
0
）

ま
た
は
、
長
寿
社
会
課
高
齢
者
あ

ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
44
・

0
3
2
５
）
へ

募
　集

▼応募資格　ＩＴスキル科、OAビジネス科、CAD設計科、デザイン科
　障がい者で、次の要件をすべて満たしている人。
・就労意欲があり、技能を身に付け職業的自立を望んでいる人
・�症状が安定している人
・訓練及び集団生活に支障がないと認められる人
総合実務科　知的障がい者で、次の要件をすべて満たしている人。
・療育手帳等を所持している人、または公的機関で判定を受けた人
・就職意欲があり、技能を身に付け職業的自立を望んでいる人
・訓練及び集団生活に支障がないと認められる人
・�本校に自立通校が可能な人
・訓練の受講に際し、保護者等の理解と協力が得られる人
▼�応募方法　居住地を管轄する公共職業安定所（ハローワーク）で
職業相談され、入校願書と健康診断書を公共職業安定所へ提出し
てください（入校願書、健康診断書は公共職業安定所にあります）。
▼�経　費　受験料、入校料及び授業料は無料です。ただし、教科書
代、食費などは実費が必要です。

▼�問合せ先　愛知障害者職業能力開発校（☎0533・93・2102
　FAX0533・93・6554　〒441-1231　愛知県豊川市一宮町上新切33-14）

愛知障害者職業能力開発校
平成28年度訓練生募集

■
県
消
費
生
活

　
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

県
で
は
、
消
費
者
を
取
り
巻
く

様
々
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
消
費

者
行
政
の
推
進
に
協
力
で
き
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

▼
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事

①
日
常
生
活
の
中
で
危
険
と
思
わ

れ
る
商
品
、
不
当
な
表
示
、
悪
質

商
法
、
生
活
必
需
品
の
価
格
動
向

な
ど
の
観
察
・
情
報
提
供

②
消
費
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
回
答
（
年
1
回
程
度
）

③
生
活
必
需
品
な
ど
の
需
給
・
価

格
調
査
（
県
が
特
に
必
要
と
し
た

場
合
）

④
消
費
者
行
政
に
関
す
る
意
見
・

要
望
の
提
出

⑤
地
域
・
周
囲
な
ど
へ
の
消
費
生

活
に
関
す
る
情
報
の
提
供

⑥
研
修
会
（
年
1
回
の
予
定
）
へ

の
出
席
（
交
通
費
は
自
己
負
担
）

▼
応
募
条
件　

県
内
在
住
の
満
20

歳
以
上
の
人
（
公
務
員
、
公
職
選

挙
法
に
よ
る
公
職
者
は
除
く
）

▼
任
期　

依
頼
し
た
日
か
ら
平
成

29
年
3
月
31
日
ま
で　

▼
謝
礼　

年
額
2
，
５
0
0
円
以
内
（
予
定
）　

▼
申
込
み　

1
月
15
日
㊎
〜
2
月

18
日
㊍
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
商

工
企
業
振
興
課
窓
口
に
あ
る
所
定

の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
愛
知
県
県
民
生
活
課
（
☎

052
・
954
・
6
1
6
3
）
へ

※
応
募
用
紙
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

（http

：//w
w
w
.pref.aichi.

jp/kenm
in/shohiseikatsu/

bout/m
onitor.htm

l

）

■
パ
ブ
リ
ッ
ク

　
コ
メ
ン
ト
募
集

　

市
で
は
、「
犬
山
市
歴
史
的
風

致
維
持
向
上
計
画
（
変
更
案
）」

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

1
月
15
日
㊎
〜
2

月
5
日
㊎　

▼
変
更
案
の
公
表　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
課
及
び
各
出
張

所
で
閲
覧
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載　

▼
意
見
提
出
方
法　

期
間

中
に
住
所
、
氏
名
、
意
見
を
記
入

し
て
直
接
提
出
す
る
か
、
郵
送
、

E
メ
ー
ル
（070700@

city.inuy
am
a.lg.jp

）、
F
A
X
（
44
・
0

3
7
2
）
で
歴
史
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
44
・
0
3
５
4
）
へ

訓練科目 訓練期間 定員 募集期間 選考日
ＩＴスキル科 1年 20人

2 月19日㊎
まで

3月 5日㊏または
3月 6日㊐どちら
か 1日を愛知障害
者職業能力開発校
から指定します。

OAビジネス科 1年 30人
CAD設計科 1年 30人
デザイン科 1年 30人
総合実務科
（知的障がい対象） 1年 15人 2 月28日㊐

89 広報いぬやま　H28・1・15号 広報いぬやま　H28・1・15号



イメージ図

白黒（1枠）
15,000円

白黒（1枠）
15,000円

白黒（2枠合併枠）
30,000円

申
込
方
法
広告掲載号

広告掲載申込み
及び

広告案提出期限

広告データ
提出期限

広告掲載料
納入期限 広告掲載号

広告掲載申込み
及び

広告案提出期限

広告データ
提出期限

広告掲載料
納入期限

一
括
申
込
み

平成28年
4 月15日号

～

平成28年
7 月 1 日号

1月28日㊍ 3月 7日㊊ 3月14日㊊

平成28年
7 月15日号

～

平成28年
10月 1 日号

4月28日㊍ 6月 6日㊊ 6月13日㊊

随
時
申
込
み

4 月15日号 1月28日㊍ 3月 7日㊊ 3月14日㊊ 7月15日号 4月28日㊍ 6月 6日㊊ 6月13日㊊

5月 1日号 1月28日㊍ 3月22日㊋ 3月29日㊋ 8月 1日号 4月28日㊍ 6月21日㊋ 6月28日㊋

5月15日号 2月25日㊍ 3月31日㊍ 4月 7日㊍ 8月15日号 5月26日㊍ 7月 4日㊊ 7月11日㊊

6月 1日号 2月25日㊍ 4月19日㊋ 4月26日㊋ 9月 1日号 5月26日㊍ 7月21日㊍ 7月28日㊍

6月15日号 3月31日㊍ 5月 6日㊎ 5月13日㊎ 9月15日号 6月30日㊍ 8月 4日㊍ 8月12日㊎

7月 1日号 3月31日㊍ 5月24日㊋ 5月31日㊋ 10月 1 日号 6月30日㊍ 8月22日㊊ 8月29日㊊

お知らせINFORMATION

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
利
用

し
ま
し
ょ
う

1
日
2
0
0
円
で

乗
り
放
題
で
す

▼
問
合
せ
先
　
防
災
安
全
課

　
　
　
　
　
　
☎
44
・
0
3
4
6

講　座 まほら講座開催
　犬山焼をテーマにした連続講座「まほら講座」を開催しま
す。第 2回目の参加者を募集していますので、ぜひ参加して
ください。
▼ところ　青塚古墳史跡公園ガイダンス施設　研修室
▼定　員　各回先着40人
▼参加料　無料
▼申込み　�事前に電話で青塚古墳史跡公園ガイダンス施設
　　　　　（☎68・2272）へ
　　��　　��（受付時間は午前 9時〜午後 5時まで、月曜日休

館（祝日の場合はその翌日））
▼とき・内容　各回午前10時〜11時30分
と　き 講　師（敬称略） 演　　題

1月16日㊏ 岩田紗絵
公益財団法人岩田洗心館 犬山のやきものを愉しむ

2月20日㊏ 青木修
公益財団法人瀬戸市文化振興財団 犬山焼の魅力

「広報いぬやま」に広告を載せてみませんか？
　市では、地域産業の振興と新たな自主財源の確保のため、広報いぬやまに掲載する広告を募集します。
▼掲載位置　
　広報ページの最下段
▼規格（広告の大きさ）　
　 1枠：縦45mm×横85mm（ただし、 2枠合併枠の掲載可）
　 2枠合併枠：縦45mm×横173mm
▼掲載料　
　 1号 1枠：15,000円、 1号 2枠合併枠：30,000円
　（消費税及び地方消費税含む）
▼掲載できない広告　
　政治活動・宗教活動・社会問題についての主義主張・
　公序良俗に反するものなど犬山市広告掲載事業実施要綱第 3条に該当するものは掲載しない。
▼募集枠数　 1 号あたり12枠　▼作成部数　27,600部
▼�募集枠の優先順位　募集枠の優先順位としては、一括申込み、 2枠合併申込み、 1枠申込みの順位で決
定し、掲載します。広告掲載が適当と認められる者が募集数を上回った時は、抽選により決定します。
▼広告募集日程等

▼申込み
　「広報いぬやま広告掲載申込書」に必要事項を記入のうえ、広告案などを添付して、秘書企画課
　（☎44・0311）へ
　※その他詳細は、市ホームページ「犬山市広告募集」を見てください。

■
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
バ
ナ
ー
広
告
募
集

　

地
域
産
業
の
振
興
の
た
め
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
バ

ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

▼
掲
載
場
所　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

（
市
が
指
定
し
た
位
置
）　

▼
掲

載
期
間　

4
月
1
日
〜
6
月
30

日
、
7
月
1
日
〜
9
月
30
日
、
10

月
1
日
〜
12
月
27
日
、
12
月
28
日

〜
平
成
29
年
3
月
31
日　

▼
募
集

枠
数　

10
枠　

▼
掲
載
料　

各
期

間
1
枠
3�

0
，
0
0
0
円
（
消
費

税
含
む
）　

▼
バ
ナ
ー
規
格　

縦

50
ピ
ク
セ
ル
×
横
1
５
0
ピ
ク
セ

ル
以
内　

J
P
E
G
ま
た
は
G�

I

F
形
式（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
不
可
）

4
キ
ロ
バ
イ
ト
以
内　

▼
バ
ナ
ー

作
成
費
用　

広
告
主
負
担　

▼
申

込
み　

2
月
29
日
㊊
ま
で
に
申
込

書
に
広
告
案
を
添
え
て
秘
書
企
画

課
（
☎
44
・
0
3
1
1
）
へ

※
そ
の
他
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

■
ひ
と
り
で
抱
え
こ
ま

ず
に
ま
ず
は
「
く
ら

し
自
立
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

　

平
成
27
年
4
月
か
ら
、
生
活
困

窮
者
へ
の
支
援
制
度
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

生
活
に
困
っ
て
い
る
、
家
賃
を

払
え
な
い
、
仕
事
が
見
つ
か
ら
な

い
、
家
族
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

な
ど
、
ま
ず
は
困
り
ご
と
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
く
ら
し
自
立
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
が
あ
な
た
に
寄
り
添
い
な

が
ら
一
緒
に
考
え
、
解
決
に
向
け

て
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

ご
家
族
な
ど
ま
わ
り
の
方
か
ら

の
相
談
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

福
祉
課
（
☎
44
・

0
3
2
0
）

■
4
月
か
ら
開
発
許
可

な
ど
の
手
続
き
が
変

わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
愛
知
県
で
行
っ
て

い
た「
都
市
計
画
法
の
開
発
許
可
」

な
ど
の
事
務
が
、
平
成
28
年
4
月

1
日
か
ら
犬
山
市
に
移
譲
さ
れ
ま

す
。

　

今
後
は
許
可
事
務
が
市
に
一
元

化
さ
れ
ま
す
の
で
、
土
地
の
開
発

や
市
街
化
調
整
区
域
に
建
築
物
を

建
築
す
る
予
定
が
あ
る
場
合
に

は
、
県
で
は
な
く
市
の
窓
口
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

都
市
計
画
建
築
課　

建
築
・
景
観
担
当
（
☎
44
・
0
3

3
1
）

■
犬
山
北
小
学
校

　
第
2
回
親
子
資
源

　
回
収
の
お
礼
と
報
告

　

11
月
7
日
㊏
に
実
施
し
ま
し
た

資
源
回
収
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様

方
の
ご
奉
仕
に
よ
り
生
み
出
さ
れ

た
貴
重
な
収
益
は
、
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
学
び
・
本
校
の
教
育
活

動
振
興
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
こ
こ
に
、
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
、
ご
報
告
に
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
ウ

エ
ス
・
ア
ル
ミ
缶
・
牛
乳
パ
ッ
ク

○
総
重
量
…
2�

0
，
7
2
0
㎏

○
収　

益
…
1
1
2
，
7
6
0
円

▼
問
合
せ
先　

犬
山
北
小
学
校

（
☎
61
・
2
2
3
4
）

相
　談

生
　活
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お知らせINFORMATION

平
成
27
年
度「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

小
川
理
暉
く
ん

前
田
帆
風
さ
ん

東
部
中
の

が
受
賞

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
・

国
税
庁
が
主
催
す
る
中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
、
東

部
中
学
校
1
年
の
小
川
理り

暉き

君
が

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

を
受
賞
し
、
11
月
30
日
㊊
に
東
部

中
学
校
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
同
中
学
1
年
の
前
田
帆ほ

の

風か

さ
ん
が
犬
山
市
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長

賞
を
受
賞
し
た
小
川
理
暉
君
の
作

文
を
紹
介
し
ま
す
。

�　

私
は
、
今
ま
で
税
と
い
う
も
の

に
あ
ま
り
関
心
が
無
く
、
消
費
税

と
い
う
言
葉
く
ら
い
し
か
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
父

に
、
税
金
と
は
、
そ
ん
な
に
大
事

な
も
の
な
の
か
？
と
聞
い
た
と
こ

ろ
、
学
校
も
税
で
成
り
立
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
年
度
始
め
に
新
し
い
教

科
書
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
教
科
書

の
裏
に
は
「
こ
の
教
科
書
は
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
を
担
う
皆
さ
ん
へ

の
期
待
を
こ
め
、
税
金
に
よ
っ
て

無
償
で
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。」
と
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

教
室
の
机
や
い
す
、
給
食
、
校
舎

な
ど
、
学
校
生
活
に
必
要
な
物
が

税
金
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
税
金
に

よ
っ
て
、
毎
日
の
学
校
生
活
が
楽

し
く
送
れ
て
い
る
の
で
、
私
達
は

税
金
を
納
め
て
い
る
方
達
に
感
謝

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
昨
年
ユ
ネ
ス
コ
の
Ｅ
Ｓ

Ｄ
あ
い
ち
・
な
ご
や
子
供
会
議
に

参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
開

発
途
上
国
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
し
た
。
学
校
に
通
え
な
い

子
供
が
約
五
千
八
百
万
人
、
読
み

書
き
の
で
き
な
い
大
人
が
約
七
億

八
千
百
万
人
も
い
ま
す
。
貧
困
に

よ
っ
て
、
教
育
が
受
け
ら
れ
な
い

の
で
す
。
貧
困
に
つ
い
て
学
ん
だ

と
き
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
給
食
を
食
べ

ま
し
た
。
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

白
イ
ン
ゲ
ン
豆
の
ト
マ
ト
煮
と
ポ

シ
ョ
で
し
た
。
私
達
が
、
い
つ
も

食
べ
て
い
る
給
食
は
、
栄
養
士
の

先
生
が
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
献
立
を

考
え
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
ウ
ガ

ン
ダ
で
は
、
給
食
が
食
べ
れ
る
こ

と
が
幸
せ
で
す
。私
達
の
中
で
は
、

好
き
嫌
い
が
あ
り
給
食
を
残
す
人

も
い
ま
す
。
ウ
ガ
ン
ダ
の
人
か
ら

見
れ
ば
、
贅
沢
な
こ
と
で
あ
り
、

大
切
な
税
金
を
使
っ
て
い
る
以

上
、
食
べ
残
し
は
許
さ
れ
な
い
こ

と
で
す
。
毎
日
学
校
に
行
き
、
教

育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
世
界
の

子
供
達
に
と
っ
て
、
当
た
り
前
の

こ
と
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

税
金
と
は
、
人
々
が
生
活
す
る

う
え
で
役
立
つ
活
動
や
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の
も

の
で
す
。
最
近
よ
く
耳
に
す
る
言

葉
が
少
子
・
高
齢
化
で
す
。
高
齢

者
が
増
え
る
と
、
税
金
が
使
わ
れ

て
い
る
医
療
や
年
金
、
介
護
な
ど

に
必
要
な
お
金
が
増
え
て
い
き
ま

す
。
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
税
金
に
は
無
関
心
で
し

た
が
、
税
金
に
よ
っ
て
私
達
の
生

活
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
自

覚
し
、
税
金
の
無
駄
使
い
を
し
な

い
よ
う
に
私
は
で
き
る
事
か
ら
は

じ
め
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
教

科
書
の
裏
に
か
か
れ
て
い
る
言
葉

の
意
味
を
、
特
に
私
達
中
学
生
は

理
解
し
、
行
動
に
う
つ
し
て
い
け

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

�

「
税
金
の
あ
り
が
た
さ
」

人
は
、
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
を
1
月
下
旬
に
送

付
す
る
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ
先　

長
寿
社
会
課
介
護

保
険
担
当
（
☎
44
・
0
3
2
6
）

場
合
に
は
、
障
害
者
控
除
と
し
て

一
定
の
金
額
を
所
得
金
額
か
ら
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
基
づ
く
要
介

護
認
定
（
要
介
護
1
〜
5
）
を
受

け
て
い
る
65
歳
以
上
の
人
の
う

ち
、
一
定
の
要
件
に
該
当
し
市
長

が
障
害
者
控
除
の
対
象
と
認
め
る

合
せ
先
は
日
本
年
金
機
構
、
各
種

共
済
組
合
等
と
な
り
ま
す
。

■
要
介
護
認
定
者
の

　
障
害
者
控
除

　

所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
民

税
・
県
民
税
申
告
時
に
納
税
者
本

人
ま
た
は
扶
養
親
族
が
障
害
者
の

て
く
だ
さ
い
。

※
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に

よ
る
納
付
分
に
つ
い
て
は
、
1
月

下
旬
に
日
本
年
金
機
構
や
各
種
共

済
組
合
等
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
源

泉
徴
収
票
」
で
確
認
で
き
ま
す
の

で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

保
険
年
金
課　

国
民
健
康
保
険
担

当
（
☎
44
・
0
3
2
7
）、
保
険

年
金
課　

医
療
担
当
（
☎
44
・
0

3
2
8
）、
長
寿
社
会
課　

介
護

保
険
担
当（
☎
44
・
0
3
2
6
）、

収
納
課　

徴
収
担
当
（
☎
44
・
0

3
1
6
）

※
「
源
泉
徴
収
票
」
に
関
す
る
問

■
確
定
申
告
の
た
め
の

　
納
付
確
認
票
を
送
付

　

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、
平
成
27
年
1
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た

金
額
を
記
載
し
た「
納
付
確
認
票
」

を
1
月
15
日
頃
発
送
し
ま
す
。
確

定
申
告
を
行
う
際
、
社
会
保
険
料

控
除
額
の
確
認
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
納
付
確
認
票
に
記
載
さ

れ
て
い
る
金
額
は
、普
通
徴
収（
納

付
書
や
口
座
振
替
）
に
よ
る
納
付

分
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

廃
品
回
収
を
依
頼
し
た
ら

高
額
な
請
求
を
さ
れ
た

　

高
齢
者
の
母
が
、
巡
回
し
て
い

た
廃
品
回
収
業
者
に
テ
レ
ビ
と
オ

ル
ガ
ン
の
回
収
を
依
頼
し
た
。
業

者
は
そ
れ
以
外
に
も
小
型
冷
蔵
庫

や
ソ
フ
ァ
、
消
火
器
な
ど
を
勝
手

に
持
ち
出
し「
回
収
費
用
5
万
円
」

と
請
求
し
て
き
た
。
母
は
そ
ん
な

金
額
に
な
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
「
1
万
円
し
か
な
い
」
と

言
う
と
「
内
金
と
し
て
1
万
円
を

払
い
、
残
り
は
振
り
込
ん
で
」
と

言
わ
れ
た
。
近
日
中
に
振
り
込
む

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
高
額
な

請
求
に
納
得
が
い
か
な
い
。

　
（
契
約
当
事
者
：
80
代
女
性
）

ア
ド
バ
イ
ス

　

安
易
に
巡
回
し
て
い
る
廃
品
回

収
業
者
に
処
分
を
依
頼
す
る
こ
と

は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
り
や

す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
粗

大
ゴ
ミ
に
出
せ
な
い
家
電
製
品
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
処
分
方
法
に
つ

い
て
わ
か
ら
な
い
場
合
は
市
ご
み

減
量
推
進
課（
☎
44
・
0
3
4
4
）

へ
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
廃
品
回
収
業
者
と
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
な
ど
、
困
っ
た
と
き

は
、
早
め
に
消
費
生
活
相
談
室
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
無
料
相
談
は

こ
ち
ら
へ

○
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
市
消

費
生
活
相
談
：
毎
週
月
・
木
曜
日　

午
後
1
時
〜
5
時
（
市
役
所
1
階　

相
談
室
☎
44
・
0
3
4
0
）

※
祝
日
は
休
み

○
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
県
消

費
生
活
相
談
：
月
〜
金
曜
日
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
尾
張
消

費
生
活
相
談
室
☎
0
５
8
6
・

71
・
0
9
9
9
）
※
祝
日
は
休
み

○
弁
護
士
に
よ
る
消
費
生
活
法
律

相
談
：
毎
月
第
4
火
曜
日
午
後
1

時
〜
4
時
（
市
役
所
1
階
相
談
室　

要
予
約
：
商
工
企
業
振
興
課
☎
44
・

0
3
4
0
）

※
消
費
者
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
消
費
者
の
皆
さ
ん
へ
注
意
喚
起

等
の
情
報
が
あ
り
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
こ
ち
ら
へ
（http

：//
w
w
w
.caa.go.jp/

）

〜
お
知
ら
せ
〜

　

4
月
よ
り
市
消
費
生
活
相
談
窓

口
が
犬
山
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

相
談
日
が
月
〜
木
曜
日
の
週
4

日
に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
安
心
し
て
相
談
が
受
け
ら
れ
る

体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
！

■
無
許
可
の
不
用
品
回

収
業
者
を
利
用

　
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

最
近
よ
く
見
か
け
る
ト
ラ
ッ
ク

で
の
不
用
品
回
収
業
者
や
ポ
ス
ト

に
投
函
さ
れ
る
チ
ラ
シ
の
不
用
品

回
収
業
者
を
利
用
し
て
い
ま
せ
ん

か
。

　

こ
れ
ら
の
不
用
品
回
収
業
者

は
、
古
物
商
許
可
や
産
業
廃
棄
物

許
可
が
あ
る
こ
と
を
宣
伝
し
て
、

い
か
に
も
許
可
を
持
っ
て
い
る
よ

う
に
装
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん

ど
が
無
許
可
の
違
法
業
者
で
す
。

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物

の
回
収
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
廃

棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
が
必
要
で

す
。

　

無
許
可
の
不
用
品
の
回
収
業
者

は
、
不
適
正
な
処
理
を
し
た
り
、

不
法
投
棄
を
行
っ
た
り
す
る
業
者

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
不
用
品
処
分
を
依
頼

し
た
人
が
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
買
取
り
や
無
料
な
ど
と

言
っ
て
、
突
然
高
額
請
求
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、注
意
が
必
要
で
す
。

　

無
許
可
の
不
用
品
回
収
業
者
で

の
廃
棄
物
の
処
分
は
決
し
て
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

ご
み
減
量
推
進
課

（
☎
44
・
0
3
4
4
）
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健 康 ーナーコ民市

▶市民健康館さら・さくら（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏・㊐・㊗を除く午前 8時30分〜午後 5時
▶保　健　セ　ン　タ　ー（☎61・1176）（FAX61・1769）

市民健康館さら・さくら　各種相談ガイド2 月
問合せ先　市民健康館さら・さくら

相　談 と　き 内　容 対象 担　当

①いきいき健康相談

2日㊋
13：30～14：30

17日㊌
13：30～14：30

心と体に関する相
談や家族の健康に
関する相談など

ど
　
な
　
た
　
で
　
も

保健師・
看護師

②歯科衛生士による
　相談

2日㊋
13：30～14：30

歯科衛生士による
歯科相談 歯科衛生士

③栄養士による
　栄養相談

17日㊌
13：30～14：30 栄養に関する相談 管理栄養士

④おくすりなんでも
　相談

17日㊌
13：30～15：00 薬に関する相談

ウラタ薬局
薬剤師
浦田昭三

⑤アルコール相談 13日㊏
10：00～15：00

飲酒に関する悩み
相談 断酒会会員

■
健
康
な
ん
で
も
相
談

　

毎
月
、
市
民
健
康
館
に
お
い
て

無
料
・
予
約
不
要
で
、
市
内
の
医

師
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
健
康
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
26
日
㊋
午
後
1
時

30
分
〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

市
民

健
康
館　

▼
医
師　

山
本
皮
フ
科

ク
リ
ニ
ッ
ク　

山
本
敬
三　

▼
定

員　

な
し
（
当
日
先
着
順
）

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館
さ

ら
・
さ
く
ら

■
市
役
所
で
健
康
相
談

　

市
民
健
康
館
の
保
健
師
・
看
護

師
が
市
役
所
で
、
血
圧
測
定
と
健

康
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
喫
煙
者

向
け
に
呼
気
一
酸
化
炭
素
濃
度
測

定
も
実
施
し
ま
す
。

※
一
酸
化
炭
素
は
タ
バ
コ
に
含
ま

れ
る
有
害
物
質
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
ど
の
く
ら
い
有
害
物
質
を
体

内
に
取
り
込
ん
で
い
る
か
が
わ
か

り
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
27
日
㊌
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
役

所
1
階
ロ
ビ
ー　

▼
定
員　

な
し

（
予
約
不
要
）　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら

■
歯
科
な
ん
で
も
相
談

　

半
年
に
一
度
、
無
料
・
予
約
不

要
で
、
市
内
の
歯
科
医
師
に
気
軽

■
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談

〜
精
神
科
専
門
医
に
よ
る
相
談
〜

　
「
最
近
夜
眠
れ
な
い
日
が
続
い

て
い
る
」「
何
も
や
る
気
が
し
な

い
」
な
ど
、
本
人
の
悩
み
の
相
談

の
他
、
家
族
へ
の
対
応
に
つ
い
て

の
相
談
も
可
能
で
す
。

に
相
談
で
き
る
歯
科
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
28
日
㊍
午
後
1
時

30
分
〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

市
民

健
康
館　

医
療
相
談
室　

▼
歯
科

医
師　

塚
原
歯
科
医
院　

塚
原
祐

子　

▼
定
員　

な
し
（
当
日
先
着

順
）　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康

館
さ
ら
・
さ
く
ら

▼
と
き　

2
月
4
日
㊍
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分
（
1
人
30
分
程

度
）　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館　

▼
医
師　

く
り
き
メ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク　

栗
木
隆
司　

▼
定
員　

4
人　

▼
相
談
料　

無
料　

▼
申

込
み　

2
月
2
日
㊋
ま
で
に
市
民

健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら
へ

は
ち
ま
る
く
ん
だ
よ
り

〜
犬
山
扶
桑
歯
科
医
師
会
〜

唾
液
の
隠
さ
れ
た

パ
ワ
ー
・
そ
の
2

　

改
め
て
注
目
し
た
い
唾
液
の
隠

さ
れ
た
パ
ワ
ー
は
「
消
化
を
助
け

る
力
」
で
す
。
栄
養
を
摂
る
だ
け

で
な
く
、
消
化
は
食
べ
物
を
分
解

す
る
仕
事
を
担
っ
て
い
ま
す
。
メ

イ
ン
の
仕
事
場
と
な
る
胃
腸
を
助

け
る
た
め
、
日
夜
そ
の
準
備
に
励

ん
で
い
る
の
が
歯
と
唾
液
で
す
。

口
の
中
か
ら
す
で
に
消
化
は
始

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
咬
ま
ず
に

食
べ
る
こ
と
は
、
消
化
の
準
備
を

せ
ず
に
仕
事
を
先
送
り
に
す
る
こ

と
に
な
り
、
胃
で
の
分
解
に
時
間

が
か
か
る
た
め
、
胃
液
の
強
い
酸

に
よ
っ
て
自
分
の
胃
壁
を
傷
つ
け

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の

た
め
よ
く
噛
ん
で
、
消
化
を
助
け

栄
養
を
摂
取
し
や
す
い
状
態
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、「
食
べ
物
を
分

解
し
て
積
極
的
に
味
覚
を
感
じ
さ

せ
る
作
用
（
口
が
渇
い
て
い
る
と

食
事
が
お
い
し
く
な
い
の
は
こ
の

作
用
が
関
係
し
て
い
る
）」、「
唾

液
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
に
よ
り
身
体

の
細
胞
を
新
し
く
作
り
若
々
し
い

体
を
保
つ
作
用
」、「
歯
や
粘
膜
の

汚
れ
を
洗
い
流
し
て
口
の
中
を
清

潔
に
保
ち
口
臭
を
予
防
す
る
作

用
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
食
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
「
唾
液
」
の
隠
さ
れ

た
パ
ワ
ー
を
も
っ
と
見
直
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

困難を抱えた子ども支援のための研修会
　保護者や先生、指導者に「発達障がい」について
正しい理解が不足しているため、子どもを苦しめた
り、能力を十分伸ばせなかったり、不登校などにつ
なげてしまうことがあります。
　「家では何も問題がないのに、学校に行
くとなぜ次々と問題を起こしてしまうの
…」、「昨年まではこんなことはなかった
のに…」その背景には、発達障がいに特
有の理由があります。発達障がいについて一緒に学
習しましょう。（参加料無料）
第 1回　学習における支援の工夫
▼と　き　 2月12日㊎　午後 2時〜 3時30分
▼講　師　発達障がい療育指導員・アドバイザー　
　　　　　清長豊先生
　講師は、現在学校現場で困難を抱えた子どもたち
の指導に活躍中。子どもの「困り感」に応じた学習
の支援の方法とコツを一緒に考えましょう。特に今
回は、ICT教材の活用について紹介していただきます。
第 2回　生活における上手な支援
▼と　き　 2月22日㊊　午後 2時〜 3時30分
▼講　師　心のアドバイザー　西村則子先生
　講師は「心のアドバイザー」として県内各地で活
躍中。講師自身の体験を基に、発達障がいのある子
どもとの上手な接し方について、優しく語られます。
【第 1回、第 2回のいずれも】
▼ところ　市役所 2階205会議室
▼定　員　各回先着40人
▼申込み　�1 月18日㊊から社会教育課青少年セン

ター（☎44・0352）へ

ひとり親家庭の入進学児童激励会
　母子寡婦福祉会では、市の委託事業として、平
成28年度に小・中学校へ入進学予定のひとり親家
庭の児童に入進学激励会を開催します。
▼と　き　 2月28日㊐午後 1時30分〜 3時
▼ところ　犬山国際観光センターフロイデ
　　　　　 2階多目的研修室
▼内　容　激励会と交流会
▼対　象　�平成28年 4 月に市内の小・中学校へ入

進学予定のひとり親家庭（父母のいな
い児童も含む）の児童（記念品は図書
カードなどを予定）

▼申込み　�1 月15日㊎〜 2月 2日㊋までに子ども
未来課窓口へ

※�母子寡婦福祉会では、会員も募集しています。入
会希望者は年会費500円を添えて子ども未来課へ。
【卒業記念品を贈呈】
　平成28年 3 月に中学校を卒業予定のひとり親家
庭の生徒にも卒業記念品を贈りますので、該当す
る人は子ども未来課へ申し込みください。
※中学卒業生徒は激励会に参加できません。
▼問合せ先　子ども未来課育成担当（☎44・0323）

母子健康手帳交付と説明会
▼と　き　毎週火曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　受付時間＝午前 9時〜 9時15分
　　　　　（この後約 1時間の説明あり）
▼持ち物　妊娠届出書
▼ところ・問合せ先　保健センター（☎61・1176）
※�説明会に参加できない人は、保健センターまで
問い合わせてください。

■
消
防
職
員
に
よ
る

　
高
齢
者
（
88
歳
）

　
住
宅
防
火
訪
問

　

住
宅
火
災
に
よ
る
高
齢
者
の
死

亡
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
対
象

と
な
る
家
庭
に
消
防
職
員
が
訪
問

し
、
自
宅
の
火
気
の
取
扱
い
方
法

の
確
認
や
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
相
談
な
ど
の
防
火
に
関
す

る
お
話
し
を
し
ま
す
。

　

な
お
、
訪
問
す
る
家
庭
に
は
、

消
防
本
部
よ
り
事
前
に
文
書
で
連

絡
を
す
る
と
と
も
に
、
訪
問
す
る

消
防
職
員
は
、
身
分
証
を
提
示
し

ま
す
。

▼
実
施
期
間　

2
月
上
旬
〜
3
月

上
旬　

▼
対
象
家
庭　

平
成
27
年

1
月
1
日
〜
12
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
満
88
歳
に
な
っ
た
人
が
い
る

家
庭　

▼
問
合
せ
先　

消
防
本
部

予
防
防
災
課（
☎
65
・
3
1
2
3
）

▼入札参加申込書配布期間および申込書受付期間　
　 1月15日㊎〜 2月10日㊌　午前 8時30分〜午後 5時（㊏㊐を除く）
▼入札参加申込要領配布および申込受付場所　
　総務課管財担当（市役所 4階）
▼入札参加資格等　
　市内外を問わず個人及び法人（詳細は申込要領に記載）
▼入札日　物件番号 1： 2月24日㊌　午前10時〜
　　　　　物件番号 2： 2月24日㊌　午前11時〜
▼入札会場　市役所 2階201会議室
▼販売物件（土地）　

※いずれの物件も住宅建築が可能な場所となります。
※その他詳細は、市ホームページを見てください。

物件
番号 所�在�地 地目（現況） 実測面積 用途地域 最低入札価格

1 犬山市大字羽黒
字高見29番 1

畑
（雑種地） 204.66㎡ 市街化区域

第 1種
住居地域

6,732,000円

2 犬山市大字羽黒
字高見29番10

畑
（雑種地） 211.59㎡ 11,099,000円

市が所有する土地を一般競争入札により販売します

犬山市子育て情報

1415 広報いぬやま　H28・1・15号 広報いぬやま　H28・1・15号
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●
波
の
会
・
萌
の
会
合
同
絵
画
展

　

会
員
25
人
に
よ
る
油
彩
・
水
彩
・

ア
ク
リ
ル
画
な
ど
約
75
点
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
20
日
㊌
〜
24
日
㊐

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
初

日
は
午
後
1
時
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
3
時
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

南
部
公
民
館
展
示
室
1　

▼
問
合

せ
先　

杉
田（
☎
27
・
7
1
2
7
）

●
第
11
回
新
春
女
流
日
本
画
展

　

現
代
日
本
画
を
展
示
し
ま
す
。

今
年
は
男
性
会
員
8
名
の
賛
助
出

品
が
あ
り
ま
す
。

▼
と
き　

1
月
23
日
㊏
〜
28
日
㊍

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
初
日
は

正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
4
時

ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

清
水
屋
犬

山
店
6
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

無
料　

▼
問
合
せ
先　

日
本
画
彩
榮
会　

伊
藤
（
☎
67
・

2
4
8
2
）

●
オ
カ
リ
ナ
無
料
体
験
会

　

初
め
て
オ
カ
リ
ナ
を
吹
い
て
み

た
い
方
へ
。

▼
と
き　

1
月
28
日
㊍
午
後
1
時

〜
2
時　

▼
と
こ
ろ　

楽
田
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー　

講
義
室　

▼
問

合
せ
先　

近
藤
（
☎
090
・
6
0
8

9
・
2
５
7
4
）

※
オ
カ
リ
ナ
は
お
貸
し
し
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

●�

不
用
品
バ
ン
ク
Ｉ
Ｎ
Ｕ
Ｙ
Ａ
Ｍ

Ａ
の
バ
ザ
ー

　

新
品
か
状
態
の
よ
い
衣
類
（
夏

物
を
除
く
）、
台
所
用
品
、
バ
ッ

グ
な
ど
を
預
か
り
販
売
し
ま
す
。

▼
と
き　

不
用
品
受
付
＝
2
月
1

日
㊊
・
2
日
㊋
、
即
売
日
＝
3
日

㊌
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

精
算
日
＝
5
日
㊎
午
前
10
時
〜
午

後
3
時　

▼
と
こ
ろ　

清
水
屋
犬

山
店
6
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ
先　

小
林
（
☎
62
・

4
3
0
1
）

※
売
り
上
げ
の
30
％
は
運
営
費
と

し
ま
す
。
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
っ
て

来
て
く
だ
さ
い

●�

平
成
27
年
度
地
域
リ
ハ
ビ
リ
講

座　

第
3
回
「
認
知
症
と
そ
の

予
防
〜
運
動
介
入
の
効
果
〜
」

　

認
知
症
有
病
率
上
昇
中
！
認
知

症
に
な
ら
な
い
た
め
に
必
要
な
こ

と
と
は
…
！！

▼
と
き　

2
月
2
日
㊋
午
後
2
時

〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

フ
ロ
ー
レ

ン
ス
犬
山
1
階
リ
ハ
ビ
リ
室
（
羽

黒
新
田
下
蝉
屋
7
―
1
）　

▼
講

師　

杉
山
享
史
・
井
戸
田
学
（
理

学
療
法
士
）　

▼
定
員　

10
〜
15

人
程
度　

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
み　

電
話
で
医
療
法
人
啓

友
会
介
護
老
人
保
健
施
設
フ
ロ
ー

レ
ン
ス
犬
山　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科　

井
戸
田
（
☎
68
・

1
3
6
6
）
へ

若
者
が
考
え
る
犬
山
市
へ
の
提
言
が

つ
い
に
完
成
！

　

11
月
13
日
、
第
4
回
の
犬
山
の

未
来
を
考
え
隊
を
開
催
！
最
終
回

と
な
る
今
回
は
11
名
の
メ
ン
バ
ー

で
犬
山
市
へ
の
提
案
書
を
ま
と
め

て
い
き
ま
し
た
！
前
回
に
引
き
続

き
、
奈
良
県
か
ら
隊
員
が
駆
け
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
！

　

提
案
書
の
中
に
は
、「
目
指
す

ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
に
、
自
分

た
ち
で
何
が
で
き
る
か
」
を
盛
り

込
む
必
要
が
あ
り
、
そ
の
話
題
に

な
る
と
、
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が

出
る
わ
出
る
わ
！

　
「
そ
れ
、い
い
ね
え
！
」な
ん
て
、

ワ
イ
ワ
イ
盛
り
上
が
り
な
が
ら
、

模
造
紙
に
彩
り
を
加
え
て
い
く

…
。
今
、
こ
の
空
間
が
ひ
と
つ
と

な
っ
て
犬
山
の
未
来
を
考
え
て
い

る
…
本
当
に
、
す
ば
ら
し
き
若
者

た
ち
で
す
。

　

そ
し
て
…
4
回
と
い
う
少
な
い

期
間
の
中
で
、
若
者
た
ち
の
考
え

る
犬
山
の
未
来
に
必
要
な
提
案
が

2
つ
、
完
成
し
ま
し
た
の
で
順
に

ご
紹
介
し
ま
す
！

　

1
つ
め
は
「
犬
山
を
作
り
隊

（
仮
）
結
成
！
」
で
す
。

　
「
犬
山
の
未
来
を
考
え
隊
」
改

め
「
犬
山
を
作
り
隊
（
仮
）」
と

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
自
分

た
ち
で
考
え
、
実
行
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
。

　

そ
の
と
き
ど
き
の
企
画
で
い
つ

で
も
だ
れ
で
も
入
隊
可
能
！
企
画

の
数
は
無
限
大
！
市
民
は
も
ち
ろ

ん
、
市
外
の
人
も
参
加
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
こ
と
で
、「
犬
山
っ

て
、
オ
モ
シ
ロ
イ
！
」
と
思
っ
て

く
れ
る
人
を
た
く
さ
ん
増
や
し
、

み
ん
な
を
犬
山
に
夢
中
に
さ
せ

ち
ゃ
お
う
！
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
ま
し
た
。

　

2
つ
め
は
「
I
N
U
Y
A
M
A

お
し
ご
と
マ
ル
シ
ェ
」
で
す
。

　

こ
ち
ら
は
、
犬
山
の
自
然
を
活

か
し
て
「
働
き
た
い
人
」
と
「
企

業
」
と
の
出
会
い
を
つ
く
る
と
い

う
も
の
。

　

若
者
の
「
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る

の
か
よ
く
知
ら
な
い
」
と
い
う
声

と
、
企
業
の
「
採
用
面
接
だ
け
で

は
見
極
め
き
れ
な
い
」
と
い
う
声

に
応
え
た
提
案
。大
自
然
の
中
で
、

企
業
と
就
職
希
望
者
が
一
堂
に
会

し
て
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
こ
と
で
、

お
互
い
面
接
で
は
分
か
ら
な
い
素

の
部
分
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
本
当
に
働
き
た
い
職
場
、
本

当
に
働
い
て
ほ
し
い
人
材
が
き
っ

と
見
つ
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

　

ど
ち
ら
も
、
犬
山
の
未
来
に
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
提
案
に

な
り
ま
し
た
！
こ
の
あ
と
、「
い

い
ね
！
い
ぬ
や
ま
総
合
戦
略
推
進

会
議
」
で
発
表
し
、
提
案
し
て
い

く
予
定
で
す
！

災害情報は
ここから⇒

犬山市安心情報メール
登録は空メール送信か、QRコード（右）を読込んでください。
t-inuyama-anshin@sg-m.jp��（空メール用送信アドレス）

●
洋
画　

モ
ク
モ
ク
展

　

会
員
18
人
に
よ
る
油
彩
・
水

彩
・
パ
ス
テ
ル
画
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

▼
と
き　

2
月
3
日
㊌
〜
7
日
㊐

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
初

日
は
午
後
1
時
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
4
時
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

南
部
公
民
館　

展
示
室　

▼
問
合

せ
先　

藤
田（
☎
61
・
3
7
7
9
）

　

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

3
月
1
日
号
の
締
め
切
り
は
1

月
20
日
㊌
、
3
月
15
日
号
の
締
め

切
り
は
2
月
3
日
㊌

◎市税などの納期限は以下のとおりです
　納付は、金融機関、コンビニ及び市役所・出張所でお願いします。

○市税などの納付は口座振替で
　口座振替の場合は納期限が振替日となりますので、前日までに用意
してください。 ▼問合せ先　収納課（☎44・0316）

科　　目 納�期�限

市民税・県民税 4期

2月 1日㊊
国民健康保険税 8期
介護保険料 10期
後期高齢者医療保険料 6期

EVENT GUIDE

催し物
ガイド

２月

●平日窓口延長
毎月第1・第3火曜日
（1/19・2/2・2/16）
午後7時まで
※�市民課窓口で住民票の写し・
戸籍・印鑑登録証明書の発
行、印鑑登録、転入届・転出届
の受付を行っています。

●日曜市役所
毎月第2・第4日曜日
（1/24・2/14・2/28）
午前9時〜正午
※�市民課窓口で住民票の写し・
戸籍・印鑑登録証明書の発行、
印鑑登録を行っています。

●休日納税相談窓口
毎月第2・第4日曜日
（1/24・2/14・2/28）
午前9時〜正午
※�収納課窓口で市税などの
納付や相談・納税証明の
発行を行っています。

【市民文化会館】☎67・2411　【南部公民館】☎68・0834

※都合により、開場・開演時間が変更になることがあります。

日 曜 催し物 会場 時間 入場料 問合せ先

4 ㊍
南部中学校
入学説明会

南部公民館
講堂

開場13：30
開演14：00

無料
南部中学校
☎67・0030

6 ㊏

市民総合大学敬道館
文学部
講師：古典文学研究家
　　　　勝典子氏
演題：水原秋桜子
～唯美的静境～

南部公民館
講堂

開場13：00
開演13：30

受講料
必要

社会教育課
☎44・0353

7 ㊐
ピアノフェスティバル2016
真和楽器大会
A・B部門

南部公民館
講堂

開場12：50
開演13：00

無料
真和楽器（株）
☎62・2273

7 ㊐
犬山市子ども大学
活動成果発表会

市民文化会
館大ホール

開場13：00
開演13：30

無料
犬山市民活動支
援センターの会
☎61・7710

13 ㊏

名作シネマ鑑賞会

1回目
　「弁天小僧」

2回目
　「反逆児」 南部公民館

講堂

1回目
開場9：30
開演10：00
2回目
開場12：45
開演13：00

1 作品に
つき
500円
1 日券
700円
2 日券
1,000円

南部公民館
☎68・0834

14 ㊐

名作シネマ鑑賞会

1回目
　「眠狂四郎殺法帖」

2回目
　「沓掛時次郎　遊侠一匹」

27 ㊏

ミュージカルMe-I
15周年記念公演
「OZ」～オズ～

南部公民館
講堂

開場17：30
開演18：00

前売一般
1,800円
高校生以下
1,200円

当日一般
2,000円
高校生以下
1,500円

宮田
☎080・3678・1224

28 ㊐

1回目
開場10：30
開演11：00
2回目
開場14：30
開演15：00

facebook

で
も

　
　

活
動
内
容

　
　

更
新
中
！
→

1617 広報いぬやま　H28・1・15号 広報いぬやま　H28・1・15号



市内
の小学

生が教えてくれた
市内
の小学

生が教えてくれた

　

犬
山
の
皆
さ
ん
、明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
新
年
の

抱
負
を
掲
げ
て
い
る
人
、達
成
に
向

け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
！

　

ド
イ
ツ
で
も
、毎
年
一
年
が
終

わ
っ
て
新
し
い
年
が
始
ま
る
と
、新

聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で

は
一
年
の
振
り
返
り
が
特
集
さ
れ

ま
す
。こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
今

は
ま
だ
11
月
で
す
が
、ド
イ
ツ
で
新

年
に
テ
ー
マ
化
さ
れ
て
い
る
の
は

き
っ
と
Ｐ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｄ
Ａ
と
I
S
I

L
に
よ
る
テ
ロ
事
件
、そ
し
て
難
民

問
題
と
い
う
、そ
れ
ぞ
れ
お
互
い
に

関
連
し
て
い
る
三
つ
の
テ
ー
マ
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。特
に
難
民
問
題

は
ド
イ
ツ
で
最
も
議
論
さ
れ
て
い

る
こ
と
の
一
つ
で
す
が
、ド
イ
ツ
だ

け
で
な
く
、日
本
に
お
い
て
も
と
て

も
興
味
深
い
テ
ー
マ
ら
し
く
、犬
山

に
来
て
か
ら
も
う
何
回
か
難
民
の

話
を
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
P
E
G
I
D
A
の
問
題

を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。P�

E

G
I
D
A
と
は
、「
西
洋
の
イ
ス
ラ

ム
化
に
反
対
す
る
欧
州
愛
国
者
」の

ド
イ
ツ
語
の
略
称
で
、2
0
1
4
年

10
月
に
ド
レ
ス
デ
ン
で
デ
モ
活
動

を
始
め
た
政
治
団
体
で
す
。毎
週
月

曜
日
に
デ
モ
を
行
い
ま
す
が
、ド
レ

ス
デ
ン
以
外
に
も
似
た
よ
う
な
デ

モ
を
行
う
団
体
は
ド
イ
ツ
各
地
で

あ
り
ま
す
。Ｐ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｄ
Ａ
の
難
民

へ
の
反
対
運
動
は
最
近
過
激
化
し
、

右
翼
団
体
の
傾
向
が
あ
る
グ
ル
ー

プ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
を
手
段

化
し
て
、イ
ス
ラ
ム
教
の
難
民
の
中

に
テ
ロ
リ
ス
ト
が
い
る
と
発
言
し

た
り
、難
民
問
題
を
メ
ル
ケ
ル
首
相

の
責
任
に
し
、彼
女
の
辞
任
を
求
め

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

P
E
G
I
D
A
の
デ
モ
の
参
加

者
は
、難
民
こ
そ
I
S
I
L
の
テ
ロ

リ
ス
ト
と
戦
争
か
ら
逃
げ
て
い
る

被
害
者
と
い
う
事
実
を
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。難
民
も
人
で
す
。た
だ

普
通
の
生
活
を
送
り
た
い
だ
け
な

の
で
す
。そ
れ
な
の
に
ド
イ
ツ
で
あ

ま
り
歓
迎
さ
れ
ず
、難
民
の
宿
泊
先

に
火
を
つ
け
る
よ
う
な
酷
い
行
為

を
す
る
人
が
い
る
こ
と
は
信
じ
難

い
こ
と
で
す
。難
民
を
受
け
入
れ
る

こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
と
私
は
個

人
的
に
考
え
て
い
ま
す
。将
来
、国

の
た
め
に
頑
張
る
難
民
も
た
く
さ

ん
い
る
で
し
ょ
う
。た
だ
、ド
イ
ツ

の
難
民
対
応
は
う
ま
く
い
っ
て
い

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。良
い
対
策
法

を
考
え
出
す
前
に
、宿
泊
施
設
も
あ

ま
り
な
い
状
態
で
体
育
館
や
テ
ン

ト
な
ど
の
寒
い
場
所
に
宿
泊
さ
せ

る
な
ど
、ひ
ど
い
状
態
で
す
。た
だ
、

2
0
1
５
年
に
難
民
の
人
口
が
突

如
と
し
て
増
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、

良
い
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
困

難
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

　

一
方
で
、ド
イ
ツ
で
は
ナ
チ
ス
の

歴
史
が
あ
る
た
め
、批
判
の
声
を
上

げ
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
人
も
い
る

で
し
ょ
う
が
、難
民
問
題
の
不
安
を

表
現
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
べ
き

と
も
思
い
ま
す
。た
だ
し
P
E
G

I
D
A
の
よ
う
な
団
体
は
と
て
も

反
対
で
す
が
。ま
た
、ム
ス
リ
ム
の

人
が
自
分
の
宗
教
を
隠
さ
な
け
れ

ば
ド
イ
ツ
に
住
み
づ
ら
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
も
と
て
も
悲
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。み
ん
な
に
、

I
S
I
L
は
イ
ス
ラ
ム
国
と
名

乗
っ
て
い
る
だ
け
で
、イ
ス
ラ
ム
教

自
体
は
戦
争
を
反
対
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
分
か
っ
て
欲
し
い
と

強
く
願
い
ま
す
。

　

広
報
で
お
伝
え
す
る
に
は
字
数

が
足
り
な
い
ぐ
ら
い
、難
民
の
受
け

入
れ
に
対
す
る
賛
成
意
見
、反
対
意

見
は
多
様
で
す
。い
ろ
ん
な
視
点
か

ら
考
察
す
る
こ
と
が
大
事
で
、新
聞

を
読
み
比
べ
た
り
意
見
を
聞
い
た

り
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
で

は
批
判
を
述
べ
ま
し
た
が
、難
民
を

支
援
し
て
い
る
ド
イ
ツ
人
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。ま
た
、ド
イ
ツ
だ
け

で
な
く
、こ
れ
は
世
界
中
の
皆
さ
ん

と
関
わ
る
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。緊

張
状
態
や
戦
争
中
の
国
は
絶
え
ま

せ
ん
が
、世
界
に
は
い
い
人
間
も
た

く
さ
ん
い
る
と
信
じ
て
、テ
ロ
に
屈

し
な
い
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。
2
0
1
6
年
が
幸
せ
な
こ

と
で
溢
れ
る
い
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。

2
0
1
5
年
の
振
り
返
り

ジ
ャ
ッ
キ
ー
の

つ
れ
づ
れ
日
記
⑤

■
長
期
勤
続
町
会
長
ら
に
感
謝
状

　

昨
年
12
月
5
日
㊏
に
犬
山
国
際

観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ
で
犬
山

市
町
会
長
会
が
開
催
さ
れ
、
多
年

に
わ
た
り
町
会
長
と
し
て
地
方
自

治
に
尽
力
さ
れ
た
方
に
対
し
感
謝

状
が
、
ま
た
市
内
の
ご
み
集
積
場

の
美
化
に
努
め
て
い
る
優
良
町
内

会
に
対
し
表
彰
状
が
山
田
市
長
よ

り
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

◎
長
期
勤
続
町
会
長

　

大
久
保
正
昭（
西
専
正
寺
町
）、

野
木
森
壽
久
（
北
徳
明
町
）、
前

刀
鉦
一
（
鍛
治
屋
町
）、
吉
田
昌

司
（
練
屋
町
）、
生
田
芳
明
（
西

新
道
）、
水
野
幸
雄
（
桃
太
郎
）

◎
ご
み
集
積
場
優
良
町
内
会

　

本
町
、
時
迫
間
、
四
季
の
丘

1
、
ナ
ビ
タ
ウ
ン
2
、
福
住

■
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

を
配
備

　

消
防
本
部
で
は
、
総
務
省
消
防

庁
の
消
防
団
車
両
等
の
無
償
貸
付

事
業
に
よ
り
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
1
台
を
受
領
し
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
第
6
分
団
に
配
備

し
、
火
災
等
の
災
害
か
ら
犬
山
市

の
安
全
、
安
心
を
守
る
た
め
に
活

用
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

消
防
本
部
庶
務
課

庶
務
担
当
（
☎
65
・
3
1
2
1
） 長期勤続町会長

【献立テーマ】
レシピ提供者：田中さらさん
　　　　　　　（小学 6年生）

〈作り方〉
【鮭と舞茸のコロッケ】
①�鮭と、舞茸を焼く。じゃがいも
をゆでる。
②�①の焼いた鮭と、舞茸を小さく
切る。
③�つぶしたじゃがいもに、②を混
ぜて塩、コショウをする。
④�③を 4つに丸める。小麦粉、溶
き卵、パン粉をまぶして、170
度に熱した油で揚げる。トマト
や胡瓜など好みの野菜を添えた
ら、できあがり。

⑱

　　　　　　　 高 齢 者 の 総 合 相 談 　　　　　　　
高齢者あんしん相談センター（長寿社会課内）（☎44・0325）

受付時間：午前9時〜午後5時（㊏㊐㊗を除く）
■休日・平日時間外の水道緊急時
連絡先　白山浄水場（☎61・1260）

■休日（昼間）診療
犬山市休日急病診療所（国道41号五郎丸交差点東へ300m）
内科・外科（犬山市五郎丸東1-70��☎62・8100）
受付時間：午前 8時30分〜11時30分（診療は午前 9時から）
　　　　　午後 1時30分〜 4時15分（診療は午後 2時から）

■救急医療の案内
○救急医療情報センター（☎81・1133）
　　24時間365日体制で、電話で医療機関の案内を行っています。
○救急医療情報システム
　　http://www.qq.pref.aichi.jp/（ 5 か国語対応）
　　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。
○小児救急電話相談（☎＃8000か、☎052・962・9900）
　　夜間に医療相談が受けられます。
　　★受付時間／午後 7時〜翌朝 8時までの毎日

■休日（夜間）診療
受付時間：午後 5時〜 8時

■休日歯科診療
電話受付時間：午前 9時30分〜11時30分

※（所在地）は、市町・大字小字にて表記

と��き 病・医院名 電　話

1 月17日㊐ 野田歯科医院� （富士見町） 62・7022

1 月24日㊐ あさの歯科医院
（扶桑・高雄犬堀） 0587・92・3718

1 月31日㊐ 山田歯科医院�（長者町二丁目） 67・9662

と��き 病・医院名 電　話

1 月17日㊐
宮田医院� （稲葉）
たくや整形外科� （小針）

67・5566
69・1800

1 月24日㊐
ハートクリニックさわだ� （梅坪）
松村クリニック� （上坂）

62・5556
61・1488

1 月31日㊐
すみれ内科クリニック� （若宮）
こばやし眼科� （富士見町）

68・0025
62・7278

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）

最低賃金名 時間額 発効日

愛知県最低賃金 820円 平成27年10月1日

（特定最低賃金）

鉄鋼業最低賃金 912円

平成27年12月16日

はん用機器製造業最低賃金 882円
精密機器製造業最低賃金 841円
電気機器製造業最低賃金 852円
輸送用機器製造業最低賃金 890円
各種商品小売業最低賃金 823円
自動車（新車）小売業最低賃金 873円

■
愛
知
県
の
特
定
最
低
賃
金

　
改
正
の
お
知
ら
せ

　

愛
知
県
内
の
特
定
の
産
業
に
適
用
さ
れ
る

7
業
種
の
特
定
最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
平
成

27
年
12
月
16
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
10
月
1
日
に
改
正

さ
れ
て
い
る「
愛
知
県
最
低
賃
金
」と
併
せ
、

愛
知
県
の
最
低
賃
金
（
時
間
額
）
は
、
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://aichi-roudoukyoku.jsite.
m
hlw
.go.jp/

）
ま
た
は
、
江
南
労
働
基
準

監
督
署
（
☎
0
５
8
7
・
54
・
2
4
4
3
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

“栄養たっぷり”“おいしさたっぷり”
“愛情たっぷり”  秋ごはん

材　料
（4人分）

じゃがいも�� � 3 個
鮭�� � 1 切れ
舞茸�� �100g
卵�� � 1 個
小麦粉�� �適量
パン粉�� �適量
塩、コショウ�� �少々
添える野菜
　� トマト、胡瓜など
　　　　好みの野菜
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株
式
会
社 

サ
イ
キ

　わんぱくで明るく、
何にでも興味を持つ
性格。皆さん、どう
ぞよろしく。

犬山市のキャラクター

わん丸君
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◆
所
在
地

　

犬
山
市
大
字
羽
黒
字
川
原
口
84

◆
事
業
内
容

　

自
動
車
及
び
バ
イ
ク
部
品
等
の

切
削
加
工

◆
歴
史
・
沿
革

　

昭
和
27
年
、
羽
黒
駅
近
く
の
自

宅
に
て
操
業
を
開
始
、
昭
和
30
年

代
前
半
に
現
在
地
に
移
転
、
本
社

と
し
ま
し
た
。
取
引
先
か
ら
の
受

注
増
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
11

年
に
楽
田
倉
曽
洞
、
平
成
20
年
に

は
本
社
北
に
工
場
を
新
設
し
、
現

在
に
至
り
ま
す
。

◆
国
産
車
の
半
分
以
上
に

　
「
犬
山
産
」
の
部
品
が

　

当
社
は
、
鉄
・
ア
ル
ミ
の
パ
イ

プ
材
か
ら
の
切
削
加
工
を
得
意
と

し
、
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
緩
衝
用

機
器
部
品
を
主
要
製
品
と
し
て
い

ま
す
。
月
産
1
５
0
万
個
の
出
荷

品
の
8
割
を
自
動
車
部
品
が
占

め
、
当
社
か
ら
出
荷
さ
れ
た
、
い

わ
ば
「
犬
山
産
」
の
パ
イ
プ
加
工

品
が
国
内
で
生
産
さ
れ
る
自
動
車

の
半
分
以
上
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆
わ
が
社
の
3
本
柱

　

自
動
車
の
生
産
拠
点
が
海
外
へ

シ
フ
ト
す
る
中
、
主
力
の
自
動
車

部
品
の
売
上
が
落
ち
込
み
、
海
外

進
出
も
検
討
し
ま
し
た
が
、「
い

ま
ま
で
培
っ
た
旋
盤
加
工
の
技
術

を
創
業
の
地
で
生
か
す
」
と
方
針

を
決
め
、
そ
れ
ま
で
消
極
的
だ
っ

た
、
試
作
品
や
特
注
品
と
い
っ
た

少
量
の
受
注
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
部
品
1
個
か
ら
で
も

注
文
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
自

動
車
・
バ
イ
ク
部
品
加
工
に
加

え
、
試
作
・
単
品
加
工
品
の
売
上

も
増
え
て
き
て
お
り
、
当
社
の
3

本
柱
に
成
長
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
も

　
　

パ
イ
プ
の
加
工
を
第
一
に

　

他
社
が
あ
ま
り
手
掛
け
な
い
、

パ
イ
プ
の
切
削
加
工
に
特
化
す
る

こ
と
で
受
注
を
広
げ
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
厳
し
い
品
質
・
納
期

の
要
求
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
さ

ら
に
技
術
を
磨
い
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

商
工
企
業
振
興
課

（
☎
44
・
0
3
4
0
）

親子でワカサギ釣り
平成26年第16回犬山観光写真コンテスト
玉置良宗さん撮影

283

54

　毎年多くの人々が訪れる入鹿池のワカサギ
釣りは、 3月頃まで楽しめます。
　万全な防寒対策をしてお出かけください。

※�広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所秘書企画課及び市内各出張所に
おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。

元気にすくすく
大きくなってね。

小林　風
ふう

香
か

ちゃん
（稲干場）

平成27年 1 月12日生まれ

毎日たくさんの幸せをあり
がとう!!慶君はお父さんと
ママの宝物だよ

大西　慶
けい

一
いち

良
ろう

ちゃん
（松本町）

平成26年12月17日生まれ

　
城
下
町
に
夜
間
、
人

が
住
ん
で
い
な
い
店
が

あ
る
の
は
、
火
事
に

な
っ
た
場
合
の
最
大
の

心
配
事
で
す
。

　
昨
年
の
大
火
も
、
夜

間
、
空
き
家
状
態
の
店

か
ら
出
火
し
ま
し
た
。

　
特
に
本
町
通
り
は
多

く
、
連
続
し
て
空
き
家

状
態
と
い
う
と
こ
ろ
も
。

　
今
こ
そ
、
全
住
民
が

真
剣
に
対
策
を
話
し
合

う
時
で
す
。
再
び
火
事

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

も
…
。
　
　
　（
山
）

編
集
後
記

　1個から100万個まで　
柔軟なものづくりを目指し

当社で扱う製品ラインナップ


